
 

 

 

 

 
 

新年を迎えて 
                                校長 小松重樹 

 新年あけましておめでとうございます。保護者の皆さまにおかれましては、新春をお迎

えのことお慶び申し上げます。  

 元日の午後４時過ぎに石川県の能登半島で大きな地震がありました。１月２日に被災地

に支援物資を運ぼうとした海上保安庁の航空機が羽田空港で日本航空機と衝突事故があり

ました。年始めから大きな災害や事故に見舞われたことを残念に思いました。被災された

方へは心よりお見舞いを申し上げるとともに、亡くなられた方のご冥福をお祈りします。

そして、能登半島の地震で被災されている方々の１日でも早い復興をお祈りしています。  

さて、今年は辰年です。辰は「昇龍」と言い、どこまでも勢いよく登っていくというこ

とで、たいへんに縁起のよいものです。生徒の皆さんも辰のようにどこまでも登り、未来

に向かって大きくはばたく年であってほしいですね。何事にも積極的にチャレンジし、将

来のために力をためておいてください。この３学期は生徒の皆さんにとって１年間のまと

めの学期であり、次の学年の準備のための３学期です。  

３年生は中学校生活と義務教育の締めくくりであり、次なる進路に向けた準備期間にな

ります。これから始まる受験のために実力をつけるとともに、「早寝早起き朝ごはん」で

規則正しい生活を送り、健康管理をしっかりしましょう。  

保護者の皆さま、地域の皆さまには、今年も昨年同様、東蒲中に対しましてあたたかい

ご支援、ご協力を賜りますようお願いいたします。  

 

 

 

 

 

 

 

スケアードストレイト  

交通事故の件数は年々、減っているものの、交通事故全体に占める自転車事故の件数の

割合は増加傾向にあります。12 月 15 日（金）の 5・6 校時にスケアードストレイト（スタ

ントマンによる交通事故再現）を実施しました。大田区役所・蒲田警察・スタントマンを

お招きし、交通事故の恐ろしさを理解する授業でした。スタントマン

は日頃から体を鍛えているので大きなケガにはなりませんが、いざ

交通事故にあったら大変なことになります。日頃から自転車に乗る

ときは注意をはらって乗りましょう。今回の授業を通して、命の重さ

や、大切さを学びました。スタントマンの皆さんに感謝致します。  
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充実した冬休みを過ごせましたか。この冬休みで何か成長していたり、素敵な思い出

が出来たりしているといいです。さて、とうとう３学期です。３年生の先輩方はこれま

でやってきた努力は決してむだではありません。今までの成果を受験にぶつけてくださ

い。応援しています。２年生、１年生は次の学年になる準備の学期です。３学期も気を

抜かず勉強など頑張りましょう。これからも生徒会役員は生徒たちが楽しい学校生活を

送れるよう頑張ります。                    



税の作文  

 毎年、税の作文を３年生が作成し、応募します。今年度は３年 D 組の生徒が東京税理士

会蒲田支部支部長賞を受賞しました。作文を紹介します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の活躍  
〇第６回まもりんピック蒲田東  ボランティア（１０／１）    １年３名、２年３名、３年６名  

〇令和５年（１０／２２）第７６回区民スポーツ大会（秋季）      中学一年生重量級  第三位   １年生徒  

〇蒲田東フェスティバル  ボランティア（１１／１２）  １年１名、３年７名  

 

〇大田区立小・中学校人権啓発作品展（１２／１）  

ポスターの部  １年 E 組生徒、２年 D 組生徒   

標語の部  ２年 C 組生徒、３年 C 組生徒  

習字の部  ３年 B 組生徒、３年 C 組生徒   

〇“社会を明るくする運動”感謝状（１２／１２）  ３年 B 組生徒  

〇第２０回創造ものづくりフェア  家庭Ⅱ部門  ２位  ３年 C 組生徒  

 

〇第７６回区民スポーツ大会（秋季）（１２／１６）  

 男子の部準優勝    男子バレーボール部  

〇令和５年度クリスマスカップ大会（１２／２６）    女子バレー部  第５位   優秀選手賞  ２年生徒  

〇アンサンブル表彰（１／６）     ミッション・インポシブル  吹奏楽部  

◎1・2 月の主な予定 

月 日 曜 行 事 月 日 曜 行 事 

１ 

20 土 連合書初展 (～ 26) 土曜補習教室  

２ 

５ 月 生徒会朝礼  

23 火 避難訓練（J アラート） ８ 木 ２年社会科見学  

26 金 ３年都立推薦入試  席書会 ９ 金 漢字検定  

29 月 ２年ｵｰｹｽﾄﾗ鑑賞教室 AM 13 火 安全指導日  

30 火 専門委員会  15 木 避難訓練  

31 水 連合技家展始 (～2/6) 16 金 美化日 

２ ２ 金 中央委員会  ３年都立推薦発表  17 土 土曜補習教室  

 

「身近なことから考える、税金と未来。」  

私は、生まれたばかりの幼い頃からアトピー性皮膚炎という病気に悩まされています。アトピー

性皮膚炎とは、皮膚のバリア機能が低下し、かゆみを伴う湿疹が慢性的良くなったり悪くなったり

を繰り返す皮膚の病気です。症状が一時的に良くなることはあるものの完治することはない為、私

は昔からいろいろな病院にかかってきました。  

 いろいろな病院に何回もかかり、いろいろな薬を処方してもらうと、診察代や薬代など、お金の

ことが気になります。小さい頃から様々な治療をうけている為、きっと莫大な額になっているに違

いないと不安になりながら両親に訊ねました。両親は私の考えとは正反対のことを言いました。な

んと、私の病院代や薬代にお金はほとんどかかっていないと答えたのです。  

 これを聞いた私はとても驚きました。それと同時に、どうして病院代や薬代などの「医療費」に

対してお金を支払わなくても、適切な医療を受けることができるのか、不思議に思いました。  

 調べてみると、医療費は、個人や企業、国が支払う保険料と、税金、患者の自己負担の三つで構

成されていることがわかります。本体なら三割が自己負担になるはずが、十八歳までは自己負担額

を税金で賄ってもらうことができるため、病院に行っても、お金を支払わなくていいことがわかり

ました。  

今まで意識していなかった医療費に、こんなにも税金が深く関わり、私の生活を支えてくれていた

ことを知り、とても驚きました。  

 このことを知ったおかげで、普段何気なく納めている消費税をはじめとする税金についてのイメ

ージが変わり、自分なりに考えを巡らせるきっかけができました。例えば、平成元年に導入された

消費税や、個人の所得に対してかかる所得税は、日本の税収の約三分の一を賄っていて、日本に住

む私たちの生活を支えてくれています。安いとは思えない税金でも、将来、自分の命が税金に助け

られる日が来るかもしれない。自分が納めた税金で、誰かの命が助かるかもしれないと考えると、

税金はとても大切なことがよく分かります。  

 日本には、数えきれないほどの方が、何らかの病気を患っています。私みたいに、一見すると健

康に思えても病気を患っている方もたくさんいます。そんな方々が満足のいく医療を受ける為の税

金なのだろうと、改めて考えます。地球にいる全ての人が、時と場所に関係なく適切な医療を受け

ることができる世界を創ることができたらいいなと思います。  
 


